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・２位数，３位数の数を読むことができる。      
（技能）  
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 ・言葉を精選するとよい。「お金がいっぱいほ  
しい？高い？」  
学習活動と内容  指導上の留意点（◆評価）  
１．旅の学習について期待感を持つ。  
               （ 10分）
・沖縄が晴れるといいね。  
・ 国際通りはお店がいっぱい。  
・ お土産は何がいいかな。  




 ・「ちんすこう」を買おう。  
 ・ 593円 は， 100円が５枚だな。  
 ・ 518円は「ごひゃくいちじゅうはちえ




 ・１は読まないときがあるんだね。  
 
５．おみやげの大きさと値段について考え
る 。            （ 10分）  
○ 「 ち ん す こ う 」 12個 入 り と 24個 入 り は
どっちが高いかな。  




き 物はどっちが高いかな。  
 ・「 ち ん す こ う 」 の 方 が 大 き い か ら 高 い
よ。  
 ・ 小さくても高いものってあるんだね。
 ・ そういえば，大きなポテトチップよ  
  り も小さなケーキの方が高いよね。  
６ ．学習の振り返りをする。（３分）  
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 ・子ども達に伝わる言葉を大切にする。  











































































































































































































― 7 ― 
子どもたちの学習意欲が減少する場面が見られ
た。実食の場面など，子どもにとっての学習の
ヤマ場は，授業中盤以降に持ってくる方が，子
どもたちの学習意欲の向上には効果的であり，
そのことが，子どもたちが本時のねらいを達成
していくことにつながっていくことを確認する
ことができた。５年生の授業の構成を考えてい
くときの１つの方向性を得ることができた。 
大きいが安いもの，小さいが高いもの，とい
うものの価値に関する学習は特別支援学級高学
年の子どもたちにとって非常に難しいもので
あった。人間にとっての価値を，貨幣という数
値で表現しているこの仕組みを理解するために
は，教師の話やプリントの写真，1種類の実物
のみでは難しいことが分かった。この学習内容
の実感を伴った理解には，実際の店舗での買い
物学習を通しての経験が必要ではないかと感じ
た。通常学級では，いくつかの実物があれば指
導可能であろう。この違いは，子どもたちの中
に価値に関する概念が育成されているかどうか
の違いであると考える。おそらく幼稚園から小
学校低学年段階において徐々に育成され始める
であろうこの価値概念の育成や獲得方法を明ら
かにしていくことによって小学校低学年の算数
科の指導をより充実させていくことができると
考えた。 
 
６．おわりに 
 これまで，インクルーシブな観点からの授業
研究の成果においては，大きく①障害をもつ児
童が学習の場に参加する見通しの形成，②行う
べき学習活動に参加できるかのどうかの見通
し，③学習活動を展開しつつ，認識や表現活動
を学習集団において深める過程に参加できるか
どうか，という３つの局面があると言われてい
る。（湯浅，2015：9）教えるべき内容があり，
様々な児童の差異を平均化することで学習を進
めていくことができるかという視点が多く見ら
れた。しかし今後はこれに加え「カリキュラム
の柔軟性さ」の重要性が強調されてきている。
大人が教えるべき内容を選定し，それを学問的
に系統立てて組織するというやり方ではなく，
それぞれニーズの異なる子どもたちが，それぞ
れ質の高い学びを実現できるよう，子どもたち
のニーズに適合したカリキュラムが求められる
と言える。（石橋，2015：40） 
インクルーシブ授業を学習する場や環境づ
くりとしての「システムとしてのインクルーシ
ブ教育」として考えるのか，内容自体や個の状
況から「柔軟なカリキュラム」として考えるの
か二者択一ではなくその両方をバランス良く考
えていく必要があると感じている。教科・領域
等の特性や単元などにもよるところは大きい。
集団としての規範と個性の尊重のバランスを今
後どのようにとっていくかがインクルーシブ教
育の課題と考える。 
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